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イ ン タ ー ネ ッ トに お け る
CMC(Compute卜MediatedCommunicadon)に関 す る基 礎 的研 究
一WWWを 用 い た 質 問 紙 調 査 の 実 際 一
三 浦 麻 子 ・篠 原 一 光
1.問題
1960年代 、アメ リカ国防総省が提唱 した核戦争後の情報通信網 を確保す るためのネ ッ
トワーク構想 に源流 を持 つインターネッ トは、1990年代 に入 って飛躍的な拡大 を遂げて
いる。1995年にはホス ト数が100万を超え、 まさに世界的な情報通信網 として急速 に発展
していると言 っていい。その中でもテキス トデーター辺倒だった従来のメデ ィアと異 な
り、グラフィック ・音声情報 も扱えるメディアであるW耐dWideWeb(WWW)の登場は、イ
ンターネッ トの利用を研究者 ・コンピュータ技術者以外 の人々へ と拡大 しつつある。 こ
の従来 には見 られなか った変化は、我々のメデ ィア接触 の形態、あるいはコミュニケー
ション構造 に非常 に大 きな変化を生 じさせ る潜在的な力を持っているだろうと考え られ
る。
2.序 論
2-1イ ン ター ネ ッ ト
そ もそ も 「イ ン ター ネ ッ ト」構想 は、1960年代 にア メ リカ国防 総省 仙eU.S.Dep飢mentof
De飴nse)が直面 した 「核 戦争 後 の情報 通信 連絡 網 をい か に確 保 す るか」 とい う問題 に端 を
発 して い る。 あ る一点(中 央)に す べ ての権 限が 集 中 した従 来 型 の ネ ッ トワ ー クで は、
有 事 の際 にそ こを攻 撃 されて しま う と末 端 まですべ ての機 能が 停止 し、情 報通 信網 が 途
絶 して しま う可 能 性 が あ る との危 機 感 を抱 い てい た国 防総 省 は、 「分散 的(dece甜曲zed)」
な コ ンピュ「 タネ ッ トワー クに よる情報 通信 連絡 網 の確 立 を志 向 し、 これが イン ター ネ
ッ トの誕生 につ なが ったので あ る。
1969年、UCLA(UniversityofCalifomia,LosAngels)・SRI(StanfordResearchInstitute)・
UCSB(Un童ve面WGfC血bmia,SantaBa蘭a)・Univeお靭ofU田hに"1鵬曲ceMessageP【㏄ ssor"が設
置 され た1のを皮切 りに、全 米 に、そ して世界 中 に イン ター ネ ッ ト網 が拡 大 し始 め た。設
立 当時 は、遠 隔 の コ ン ピュー タ を利 用す る(oompu{e卜s㎞gne帥o氏lemo〔e-login)こと、お
lARPANetの誕 生
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よび電子 メー ルの や りと り(e-m砥ma皿inghsし租e㎜ 傭)がイ ンター ネ ッ トの主 な利用 目的 で
あ っ たが 、特 に後者 の 利 用 が 前 者 を大 き く上 回 る よ うに なっ た。 特 に、1983年に軍 が
ARPANetから独 立 したの を期 に規 制 が緩 和 され、 そ れ まで は学 術 目的の み に利 用 され て
い た イ ンター ネ ッ トが 、徐 々 に商用 利用 に も解 放 されてい った ため 、
そ れ以 降 は 「倍 々ゲ ーム」 の よ うにホ ス トNイン ター ネ ッ トに接 続 され てい る コ ン ピュ
ー タ磁 が増 加 して い った。
ま た 、 イ ン タ ー ネ ッ トの 発 展 に もっ と も大 き く寄 与 した 要 因 と して 、1989年の
WWW(WoddWideWeb)の登 場 を 挙 げ な く て は な る ま い 。WWWと はCERN(E㎝)pe鋤
Labo賦αyfbrPa血clePhysics,Gene臓Swi吃erlmd)のT㎞Bemels-L㏄に よ り提 案 され た広 域情 報 シ
ステム であ り、(1)ハイパ ー テキ ス トを介 して イ ンター ネ ッ ト上 の全 て の情 報 に ア クセ ス
す る こ と を可 能 にす る(2)イン ター ネ ッ ト上 の 全 ての 情報 を シー ム レス に結 合 す る(3)統
一 され た簡単 な方 法 で、 イ ンター ネ ッ ト上の全 ての種 類の 全 ての情 報 に一様 に アクセ ス
す る こ とを可 能 にす る、 とい った よ うな特徴 を持 つ が、従 来 の イ ンター ネ ッ トメデ ィア
と決 定的 に異 なるの は 「簡単 に手 に入 る ソフ トウェ ア を使 って気軽 に イン ターネ ッ ト資
源 にア クセ スで きる」 「単 にテキ ス ト蚊 字 情報 ㏄ けで な くグラ フ ィッ クや音 声 も扱 うこ
とがで きる」 とい う点 で あ る。 つ ま り、 このWWWを 用 い るこ とによ って 、 ネ ッ トワー
ク上の不 特定 多数 の 入 と、文 字 ・グ ラフ ィ ック イメー ジ ・音声 に よる情報 をや りと りす
るこ とが 可 能 にな り、 この こ とが イ ン ター ネ ッ ト利 用者層 を拡 大 す る大 きな原 動 力 とな
った 。1995年現 在 でWWWサ イ ト数NWWWに よ る情 報 が 閲覧 で きる場 所)は 全 世界 で'
90,㎜にの ぼ り、 イ ン ター ネ ッ ト ・トラフ ィ ックの50.2%を占め る まで にな って いる皿996
年 度郵 政 省 通信 白書 窃 この よう な劇 的 な変 化の 中 で、 イ ンター ネ ッ トの利 用 者層 はそ
れ までの ご く限 られ た 層 、 す な わ ち研 究 者 ・コ ン ピュ ー タ技 術 者 以外 の ご く一 般 的 な
人々へ と拡 大 しつつ あ る。特 に 日本 で は新 聞 ・テ レビ ・雑 誌 に 「イ ンター ネ ッ ト」 とい
う言葉 が 出て こ ない 日は な く、空前 の 「イ ン ター ネ ッ ト ・ブー ム」 が巻 き起 こって い る
と言 って も過言 で は なか ろ う。 この従 来 には見 られ なか った変 化 は、新 た な 「ネ ッ トワ
ー ク社 会」 の誕 生 を予感 させ る もので あ り、我 々の メデ ィア接 触 の形 態 、 あ るい は コ ミ
ュニ ケー シ ョン構造 に非 常 に大 きな変 化 を生 じさせ る潜在 的 な力 を持 って い るの で は な
いだ ろ うか,,
2-2CMCNComputer-MediatedCommunication)
2-1で概 観 した ような イ ンター ネ ッ トの飛 躍的 な発 展 ・流 行 に伴 い、 従来 まで の対 面 に
よる(Face-t〔》Face)コミュニケ ー シ ョンで は ない、 コン ピュー タを介 した コ ミュ ニケ ー シ ョ
漉om脚ter-M紬細Co㎜ 嘘 伽on;以 下CMC睦 日常生 活 レベ ルで経 験 す る人 の害拾 が増
大 しつつ あ る。本項 では 、最近 お こなわ れて い るCMCに関 す る研 究 をい くつか 取 り上 げ
てそ の概 要 を記 してお こ う。
初 期 のCMC研 究以 来 、 もっ と も盛 ん に取 り上 げ られ て きたテ ーマ は、他 の コ ミュニ ケ
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一シ ョン形態(会話 ・メモや手紙 ・電話)との比較研究である。当初は実験的研究の結果
か らCMCのネガテ ィブな面が強調 されることが多 く、従来型の コミュニケーションと違
って非人格的 ・敵対的である とい う側面が喧伝 される研 究ばか りが続いた(αg.Rice,1984)。
しか し、ここ10年ほどはこれ らの初期 の研究 に反旗 をひるが えす研究がかな り増えつつ
あるのが現状であ る。
例 えばLea(1991)は、電気通信 関連の大規模 な企業の電子 メールユーザ ーを対象 とした
フィール ド研究 を行 い、CMCは会話 ・非 同期性(asynchlony)や情緒的な質 については手紙
やメモ など筆記 によるコ ミュニケーション活動 と、自発性(spon髄eity)については会話や
対面のコミュニケーション活動 と類似 しているとの結果 を得 ている。
日本国内でのCMCの研究を見てみると、主 にパ ソコン通信ネ ットワークを調査対象 と
した研 究が多いのが特徴的である。例 えば川浦 ・川上 ・池田 ・古川の一連の研究は、国
内大手の商用パ ソコン通信 ネ ットワークの加入者を母集 団として、単純 ランダムサンプ
リングによる調査 を行 い、パ ソコン通信が個人の情報行動 ない しコミュニケーション行
動において どの ように利用 されているか、またどの ような特性 を持 ったメデ ィアである
のかについて検証 してお り(川上 ・川浦 ・池 田 ・古川,1993)、総合的な知見 を発表 してい
る。国内では、 この研 究をは じめとして商用パソコン通信ユーザーを対象 とした調査研
究が多 く、近年では現実社会では全 く面識のない学生同士が実験的に導入されたCMCの
中でどのように 「電子的友情」を作 り上げてい くかについて、商用パ ソコン通信を利用
して考察 した研究(村田 ・藤島 ・山下 ・藤原 ・太田,1996)、商用パ ソコン通信内の電子会
議室 に対す るユーザ ーの関与形態 と心理的ス トレスの関係 を取 り扱った研 究(柴内 ・池
田,1996)などがその代表的な研究 としてあげ られる。
この ように、 これまでにもCMCに関す る研 究は多様 なアプローチでおこなわれて きて
いる。本稿 もその流れを組む研究の一つであるが、特 に 「インターネッ ト・ブーム」が
巻 き起 こっている現在 の日本の状況 を鑑みると、従来までの商用パ ソコン通信 における
コミュニケーション行動 を考 えるだけでは不 十分であると考え られる。商用パソコン通
信はあ くまで もclosed(会員登録を した人のみが アクセス可能 な)なネッ トワー クで あ り、
その点で、パソコンと電話回線 さえあれば誰で もどこか らでもアクセスで きるインター
ネ ットとは決定的に異なる性格を持っている。本研究は、既 にその質量 ともに商用パ ソ
コン通信 を凌駕 しつつあるイ ンターネ ットにおけるCMCの特性 を見いだ し、将来的 には
その構造 を解明す ることを目的とした ものである。
また、WWWをCMCにおける鍵 となるメデ ィアとして位置づ け、 また同時 にそれを質問
紙調査 を実施するためのツールとして も利用することとした。
以下、 このWWWを 利用 した質問紙調査 について、その具体的な方法及び結果、お よ




調査1は 、インターネ ットにおけるCMCに関する問題を探求す る端緒 となるものとし
て位置づけ られ る。第一に、従来行 われて きた心理学的な質問紙調査がWWW上 で可能
かどうかを確認 し、実施上の問題点 を検討す ることが 目的であ る。 また、調査 自体 は、
インターネ ットにお けるCMCを検証するの に必要な基礎的資料 として、WWWに アクセ
スするユーザーの基本的属性の把握、イ ンターネ ット資源の利用状況など、「平均的な
インターネッ トユ ーザー像」 を全体的に把握することを目的としている。
3-2質 問項 目
川浦 ・川上 ・池 田 ・古 川(1989)・川浦(1995)など、過 去 にパ ソコ ン通 信ユ ーザ ー を対象
に して実施 され た調査 にお ける質 問項 目、お よび各 種 コ ンピュ ー タ関 係雑 誌 の読者 ア ン
ケ ー トの 項 目、あ る い は既 にWWW上 で行 わ れ てい るア ンケ ー ト調 査 な どを参 考 に して
項 目 を作成 した。 具体 的 には、 デモ グ ラフ ィ ック情 報 と して性 別 ・年 齢 ・職業 を尋 ね る
3項目、 コン ピュー タ ・パ ソ コ ン通信 ・イ ンターネ ッ ト利 用歴 を尋 ね る3項 目、 イ ンター
ネ ッ トの 利用 状況 を尋 ね る20項目の計26項目を用意 した(項 目の詳 細 はAppendix参照)。 ほ
とん どす べ ての項 目は選 択式 で あ り、一部 複数 選択 項 目 も設 け られ た。 また、数 項 目に
つ いて は 自由記述 も求 め た。
3-3方法
3-3-1HTML2文書 のFORMタグ
インターネッ トのWWWで 質問紙調査 を行 うためには、質問項 目を記載 したHrML文書
を作成す る必要があるが、その際に用いるタグ(記述要素 を表す記号)としてFORMがあ
る。 このFoRMはHTML文書の中で記入(Fill-out)フォーム を記述す るための タグであ り、
選択(択一 ・複数〉項 目、自由記述項 目など多様なパ ターンの質問紙調査 をWWW上 で実
施するの に非常に有効である。調査1の場合、このR)RMタグの中でm狙to㏄廿onを用いて
いるため、調査対象者が送信する回答結果はメール としてで調査者に直接送付 される。
3-3・2調査 対 象 者
質 問紙 調査 項 目 を含 むHTML文書 は 、研 究者 自身 の ホー ムペ ージ デ ィレク トリ内の1
ペー ジ と して作 成 された 。す な わち 、 この ペ ー ジに ア クセス して きた イ ンターネ ッ トユ
ーザ ーが調 査1の 被 調査 者 とな る。 ただ し、質 問 に回答す るか どうか は当該ペ ー ジ にア
クセ ス して きた イ ン ターネ ッ トユ ーザ ー に委 ね られ てい る ため、 アクセ ス して きたす べ
つ'H
y匹fre伽pL細副a理;WWWの中核 となるハ イパーテキス トを記述するための言語
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ての イ ンタ ーネ ッ トユ ーザ ーが質 問紙 に回答 した わけ では ない。
3-4実 施 期 間 お よび 告 知
1996年1月中旬 か ら2月中旬 にか けて デー タ を収 集 した。
調査 実施 を告 知す る方 法 と して は、NetNews(インター ネ ッ ト上 で行 わ れ てい るサ ー ビ
スの 一つ で く多様 なジ ャ ンルの記事 を コ ンピュー タの 端末 か らユ ーザ ーが投 稿 ・購 読 で
きる シス テ ム)の中 のい くり かの ニ ュ ース グル ー プ(聯yc囎,巧.s曲 ㎜ 一伽t㎝,0漁 一
u,misc,奄.netinfbsys舳s.www.p昂ges,lm血temetwww,㎞1saimisc)への 記 事 の 投 稿 、 各 種 メ ー リ ン
グ リス トへ の投 稿 、各種 サ ーチ エ ンジ ン ・イエ ローペ ー ジへ のURL登録 な どを用 いた 。
な お、 質 問 紙 項 目が 記 載 され た ホ ー ムペ ー ジのURLは 、h腫p:〃syasin5.hus.o鵬u.acjp加enト
be蝉一Meadp舞ge.hαnl(現在 も参照 可能)であ る。
3-5結 果 ・考 察
調査 期 間 中に合計206件の 回答 が得 られ た。 メ ール と して送付 され て きた 回答 は、URL
形 式 に よ りエ ン コー ドされ た もの で あ る(Singlebylec㎞c敏の 、 ア ル フ ァベ ッ ト、 数 字 、
一 部 の記号 を除 い て、"%"+"16進数 表記 のch㎜c観code"に変換)ため 、 デ コー ドを行 う
ことに よって初 め て デ ー タ と して利 用可 能 とな る。今 回は フリー ウ ェ ア 「C瞳pD㏄oderibr
WindowsvU.43」を利 用 して、 エ ンコー ドされ た デ ー タをShi丘一JISデータ に デ コ ー ドした。
得 られ たデ ー タの うち、 いわ ゆ る 「文字 化 け」(主 に回答者 側 のWWWブ ラウザ の設 定不
備 に よる もの と考 え られ る)を生 じてい る ものや 、無 回答 な ど回答 に著 しく不 備 の あ る
もの は以 降の分 析対 象 か ら除外 した。 その結 果 、最 終 的 に以 下 の分析 に用 い られた の は
187件で あ った。全 ての質 問項 目につい て単純 集計 、 お よび クロス集 計 を行 った 。
回答 者 の属 性 につい て見 る と、 男性 が 全体 の94.7%と大 半 を占あ 、 ま た、大 学 生 ・大
学 院生 が53.7%と全体 の半 数 を超 えてい た。 イ ンター ネ ッ ト利 用経 験年 数 につ いて は、1
年 未 満 と した 回答 の割 合 が 回答者 の4割強 と、最 近 の 「イ ン ター ネ ッ トブー ム」 を実 証
す る結果 と なって いる。
また、 イ ン ターネ ッ トが 普及 す る以前 か らコ ン ピュー タを通 じた コ ミュニ ケ ー シ ョン
と して行 わ れ て来 た パ ソ コ ン通 信 の 利 用 経 験 に つ い て は 、 「5年以 上 」 とい う回 答 が
20,9%を占め る一 方 で、 「経 験 な し」 とい う回答者 も16.6%おり、 イ ン ターネ ッ ト利 用 開
始 が その ま まモ デム に よるパ ソ コ ン通信 の 開始 とな ってい る人 の割合 が 多い こ とが推 察
され る。 イ ン ターネ ッ トに接 続 してい る場 所 につ いて は、職 場 ・あ るい は学 校 のみ とい
うユーザーと、自宅で接続可能だ とするユーザ7の 割合がほぼ拮姉す る結果 となった。
種 々 の イ ンター ネ ッ ト資 源の利 用状 況 につ いて そ の利 用割 合(複数 回答)を見 てみ る と、
電子 メー ル(180名)、メー リング リス ト参 加(124名)、Newsの購 読(143名)、FrP(137名)などの
伝 統 的 な イ ンター ネ ッ ト資 源 の利 用 と並 んで 、ホ ー ムペ ー ジ閲覧(179名)・作 成(121名)が
3ダウ ン ロー ド可能 なURL:hゆ:伽ww .s血m(πjpだken一蜘 αipD㏄,h圃
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突 出 してい た。 これ は、調 査 がWWW上 で行 われ たこ と を考慮 して も、WWWが 、 インタ
ー ネッ ト資源 の 中 で現在 非常 に頻繁 に利 用 され る主要 な もの の一 つ であ る こ とを示 す結
果で あ る。
また 、 イ ン ター ネ ッ トを通 じて どの よ うな情 報 を主 に得 て い るか(Fig.1)につ いて は 、
個 人 ・趣 味 ・パ ソコ ン情 報が 多 くを占め てい た。 国内外 に関 わ らずニ ュ ース情報 の収 集
につ い ては テ レ ビ ・ラ ジ オが圧 倒 的 に優勢 で 、 イ ンター ネ ッ トを利 用 してい る回答 者 は
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Fig.1情報 収集 に利 用しているメディァ
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伝達速度の速 さでは どのメデ ィアよ りも優れているインターネッ トも、 まだ現時点では
既存メデ ィアを凌駕する存在 とはなっていない状況が示 されている と言えよう。
さて、調査1の結果 において、CMCに関わる もっとも注目すべ き知見は、 面識のない
人 にメールを送 った経験/メ ールで しか交流 のない交友関係 が非常に多いことが判明 し
た、 とい うことであ る(Fig.2)。面識のない人にメールを送 った経験がある割合が80.1%、
メールで しか交流がないN会ったことが ないQ友人を持つ割合が79.9%といずれ も全体の






































ス トでのや りとりか ら発展 した、 とい う事例 と並んで、相手のホームページの内容 に関
す る質問、意見、自分のホームページへ の訪問に対す る答礼 、 リンクを張 る際に許可 を
求 めるなどの事例が非常 に多 く挙が っていた。 このことは、インターネ ッ トにおけ る
CMCがイ ンターネ ットユーザーの大多数 によって経験 されてお り、 しか も 「会ったこ と
が ないが親 しい」 という、従来の対面型(Face-t(トFace)のコミュニケーシ ョンの枠に収 まり
きらない人間関係が増大 していることをも示唆す る結果である。
3-6問題点
本項では、WWWを 利用 した質問紙調査 に際 して生 じる可能性がある問題点について、
主に技術的な点を中心 として言及する。
① 回答者の匿名性
まず、インターネッ トのWWWを 用 いた質問紙調査の場合、被験者の匿名性 を確保す
ることが技術的に不可能であることが大 きな問題 となる。あ るWWWの ホームページに
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どこのサイ トか らアクセスされているかについては、サーバ コンピュータに記録 を残す
ことがで きるため、メール ア ドレスか ら個人名 を特定する ことまではで きない して も、
「**大学 ××学部△△学科の00と いうマシン」 を利用 している個人、 といったかな
り詳細 なレベ ルまで回答者の属性 を特定 して しまうことが可能 なのである。 このため、
回答者のプライバ シーに著 しく踏み込む ような内容の質問紙調査 を行 う際 などは、イン
ターネ ットを利用す ることは適切でない と考えられる。
② サ ンプ リングの偏 り
インターネッ ト上で調査 をする場合、その行為そのものがデータに著 しいサンプ リン
グの偏 りを生 じさせるこ とになっていないか どうかについて も必ず事前に考慮する必要
がある。当然のことだが、 インターネッ トで調査 を実施す るとい うことは、回答者 はイ
ンターネット ・ユーザ」に限 られる、 というこ とである。例えば 「大学生一般」 を対象
とした調査 を計画 してインターネッ ト上で実施 した としても、そ こで収集 された大学生
のデータは 「インターネ ット ・ユーザーである大学生」 のものであ り、分析結果 をその
まま一般大学生の傾向に敷術することは危険である。
上記①の問題 も含め、イ ンターネ ッ トを利用 して調査 を行 お うとす る際には、質問項
目 ・質問対象 について十分な配慮 をした上で計画 を立てることが必要であろう。
③サーバの負荷
また、調査実施 によってサーバ にかか る負荷 の問題がある。今回報告 した調査程度の
規模であれば、質問項 目を掲載 しているホームページへのアクセスはそれほど多 くな く、
インターネットの トラフィック混雑に深刻な影響 を及ぼすことはまずない と考え られる。
しか し、よ り大規模 なデー タを収集する調査 を展開 させ ることを考えた場合、その こと
は、ホームページの置かれているサ イ トの状況によっては、サーバ コンピュー タに短期
間に過剰なア クセスが集 中してサイ ト全体の トラフィックを増大させ、サーバのダウン
など種々の トラブルを招 きかねないというリス クを孕んでいる。現状では、インターネ
ットの トラフィック量の爆発 的な増大にシステム環境の整備が追いついていないサ イ ト




イ ンター・ネ ッ トが ご く身近 な もの と して利用 で きる よう にな った現在 、 電子 メー ル な
どを利 用 して イ ンターネ ッ トを コ ミュニ ケ ーシ ョン ・ツール と して利 用 して い る人 は非
常 に多い 。 しか も、従 来 まで の コミュニ ケ ー シ ョンを補 完 す る意味 だけ で はな く、 イ ン
ターネ ッ トが 萩 た な コ ミュニ ケ ー シ ョンが生 まれ る きっか け とな ってい る こ とも調査1
の結果 か ら示 唆 され た。 この イン ター ネ ッ ト上で の コ ミュニ ケ ーシ ョンや人 間関係 の 特
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性 を構造的に明らかにすることは、コミュニケーション研究の一環 として非常に重要な
位置づ けにあると思 われる。そ こで、調査2はその流れ に沿って、インターネ ットを実
際 に利用 しているユーザーがこれまでにどの ような人間関係 を経験 して きたか、 またそ
こに見 る特性 はどのようなものであると考 えているかについて詳細 な情報 を収集 し、そ
の構造 を検討することを目的 としている。
4-2質問項 目
調査2で 用いた質問項 目はT醐e1に示す とお りである。イ ンターネ ット上 での コミュ
ニケーションにおいてユーザーが どのような経験 をして きたか、またその特性 について




調査1に お いて 「見知 らぬ人 にメー ル を送 った経験 が あ る」 と答 え た人 を対象 に、質
問 紙 を個 別 に メー ルで 送付 して回答 を求 め る と共 に、第1次 調査 と同 じ くホ ームペ ー ジ
上 に も同一 内容 の質 問紙 を掲 載 す る こと によ ってデ ー タ を収 集 した 。 メー ル送付件 数 は
182件、 その うち回答 が得 られ た の は35件(回収 率19.2%)であ る。 また、 ホ ー ムペ ー ジ上
の 質問紙 のURLはh即:〃syasin5.hu&osaka-uacjp/lnembe矧as㎞esealch∠second.hm皿で あ る(現在 も参
照可 能)。
4-3-2デー タ処 理 を簡 便 化 す るイ ン ター フ ェ ース:CGI4
調 査2で は 、 調 査1よ り もさ ら にデ ー タ処 理 を簡 便 にす る た め に 、CGI(Common
Gatewayh1舳ce)を用 い た。CGIとはWWWサ ーバ とサ ーバ 上 で動 作 す るス クリプ ト/プロ グ
ラム との イン タフ ェー スで 、HTMLの記述 だけ で は不 可 能 な仕 事 を行 な わせ る場 合 に用
い られ る非常 に強 力 な機能 で あ る。 このCGIは、WWWク ライ ア ン トとの 間 で対話 的 な処
理 を行 わせ る場 合、 ペ ー ジを表示 す る際 に予 め何等 か の処理 を行 な いた い場 合、 他 のサ
ーバ プロ グラム(デー タベ ース等)に処理 を依 頼 す る場 合 等 に利用 され る こ とが 多い 。CGI

















・調査2に用いられたCGIプログラムの作成 に際 しては、矢部智 ・畑谷和右両氏 〔奈良先端科学技術大学.院大学情報科学研究科 一駅お の協力を




インターネ ッ トを通 じて親 しくなった友人 は今 までに何名 いますか。
できるだけ正確 な数 をお答 え下 さい()名
質問B
イ ンターネ ッ トを通 じて親 しくな った友 人の中 で、特 に自分 が親 しい と思 う人 を 「一 人
だ け」恩 い浮 かべ て下 さい。以下 の質問 はその人 との関係 につ いてのみ お答 え下 さい。
B-1その人 と知 り合 った きっか けはなんです か。 で きるだ け詳 しくお書 き下 さい(例・ホ
ームペ ー ジの訪 問者登録 を した)
B-2
その人 を 「親 しい友 人」だ と思 ったの は、知 り合 ってか らどれ くらい経 って か らですか
B-3
どう して その 人 とあなた は親 しくな ったのだ と思 い ますか
B-4
その人 と会 った こ とがあ りますか □ ある □ ない
B-5
その人 と会 った こ とがあれ ば、それ は知 り合 って か らどれ く らい経 ってか らです か
B-6
その人 と会 った こ とがあれ ば、合 ってか ら二人 の関係 に変化 は生 じま したか。
(生じたな ら、 どん な変化 かに つい てもお書 き下 さい)
B-7
会 った ことがない のな ら、その理 由 は何 です か
質問C
C-i
個 人的 なメールの や り取 り(メー リング リス トな どを除 く)の総量 は どれ くらいです か。
次の 中 か らも っと も答 えや すい方法 で答 えて くだ さい。
日に()通 週 に()通 月に()通
C-2
その総 量 の うち、上記 で想定 した友 人 との メール は どの程度 の割台 を占めて いますか。
()%
質問D
イ ンターネ ッ トにお ける人 間関係 と普通の(対面での)人間関係 と違 う点 がある とすれば 、
どのよ うな点 だ と思い ますか。 自由にお書 き下 さい。
この流 れ を概観 す る と、 ブ ラ ウザ か らの フ ォー ム形式 等 に よ りデ ー タをh卯dサーバ に
送 出 し、CGIスク リプ トに渡す 。 そ して 、CGIスク リプ トは処 理 を行 い 、田ML形 式 で結
果 を送出 してブ ラ ウザ に表 示 した り、サ ーバ 内 にデ ー タフ ァイル と して結果 を保 存 す る
こ とが で きる。 このCGIを用 い れ ば、調 査1の よ うに メー ル として送 られて きた回答 結
果 をデ コー ドす る必 要が な く、即時 に必要 なデ ー タを フ ァイル と して 入手 す る ことが可
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能で あ る。
CGIを動 作 させ るため には、前 出のCGIスク リ プ トを記 述 す る必 要が あ る。CGIスク リ
プ トの記述 にはい くつかの プログラミング言語 を用いることが可能だが、今 回はその中
で もっ とも一般 的 とされ るPedを用 いた 。Pedによ って記 述 されたCGIスクリプ トをT醐e2
に示 す 。 このCGIスク リプ トお よび これ を動 作 させ るHTML文書 を用 い る こ とに よっ て、
調 査 デ ー タ はresult.datとい う フ ァ イ ル 名 で サ ー バ 内 の デ ィ レ ク ト リ
(/home/asarin/www/research/)下に 保 存 さ れ る 。
4-4実施 期間及び告知
1996年5月上旬 ～6月中旬 にか けてデー タを収集 した。今回の調査ではデータの大部分
をメール送付 によ り収集 したので、ホームページ掲載分については研究者 自身のホーム,
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インターネ ット上で友人 と知 り合 ったきっかけとしては、ホームページを見て、 とい
うものが最 も多かった。特 に多 くのホームページで見 られる 「訪問者登録」 をきっかけ
に知 り合 った とい うものが多かったこ とが特徴 的であ る。その他 には メー リングリス
ト・NetNewsなどが挙げ られていた。これは調査1とも整合する結果である。
その友人 となぜ親 しくなったかの理由について聞いてみると、趣味や関心が一致 した、
人柄 が自分 と合 っていた、など一般的 な対人関係 と変 わらない回答が多 く見 られた。 イ
ンターネッ トを通 じての対人関係に特有だと思 われるものとしては 「会話量が多かった
から」「日常では話せ ないことを話せ たか ら」などが挙げられた。
その友人 と会 ったことがあるかどうかについては、会った ことがある、とした人が20
名 にのぼ り、多 くの場合はネットワークを越えたつ き合いに発展するものが多い ことが
うかがえる。 また、会 ったことが ない、 とした回答 も6件あったが、その理由は距離的
問題 にあるとした ものがほ とんどであった。 また、会 ってか ら特 に友人関係が変化 した
と感 じている人は見 られなかった。ただし、これらの質問に関 しては 「インターネ ット
を通 じて知 り合 った人の うちもっとも親 しい友人」 を想定 して回答 して もらっているた
め、 インターネッ トを通 じて知 り合った 「すべての」友人についてこの傾向があるかど
うかは特定す ることがで きない。
次 に、回答者 に 「インターネ ットにおける人間関係 と通常の人間関係で異 なる点」 に
ついて自由記述 を求めた結果 をまとめ、KJ法 に基づいて分類 した。得 られた 自由記述
の代表的な例 についてはTable3に示 し、 この自由記述 を分類 した結果をモデル化 したも
のをFig.4に示す。



































モデル図の中で特に興味深い もの として注 目されるのは、ここで 「匿名性」 と名付け
た特性 に関する構造であ る。 この 「匿名性」は、対面の コミュニケーションではあまり
想定 されにくい、つま りCMC特有の もの と言 っていいコミュニケーシ ョン特性だが、 こ
こに分類 された自由記述は、「相手 が一体 どうい う人物であ るのかがはっきり分か らな
い」 という共通の特性 を持 ちなが らも、CMCのネガティブな側面 とポジティブな側面の
両方 を同時に含んでいることが特徴的である。例えば 「相手 の顔が見えないので、本当
の意味の意思の疎通は難 しい」 とい うように、相手が よくわからない ことがコミュニケ
ーシ ョンの阻害要因 となることが指摘 されている。その一方で、「社会 的地位や年齢な
どに影響 されずに対等 なコミュニケーションがで きるため率直 に自分の意思 を表明で き、
結果 として自己開示量が多 くなる」 との意見 も見 られる。 また、「相手が よくわか らな
いために誤解が生 じやすい」 との指摘 があるのに対 し、「文字 を使 ったコミュニケーシ
ョンであるこ とか ら熟慮 した発言ができる」 という指摘がある。この ように、 この 「匿
名性」 という特性 は、ユーザーの コミュニケーションへの参加の姿勢によ り、ポジティ
ブな意味合い もネガテ ィブな意味合いも持ち うるものであることが考 えられる。
2-2で既に述べ たように、1980年代後半、つま り初期のCMC研究においては、ここに挙
げ られたような特性の持つネガティブな側面が強調 され、視線 ・声 などノンバ ーバルな
手がか りの不足か ら 「CMCは友好性 ・情緒に欠け、個人的でな くビジネスライク」「対
面によるコ ミュニケーションよりも社会志向性が低 く非友好的」であるな どの知見が相
次いで出 された(田tz,Jo㎞sQn,&T皿)fe1986;Ri㏄andLove,1987)。しか し、今回の自由記述の
結果 を見 る限 りでは、「文字だけのコミュニケーションであるため、 ノンバーバルな手
1(耳
「....T翻
腿 簾 獅 欝 瀦 醗 鯉 き慮惚 欝 藩 繍 ・うとすれば'
・相 手 の 所属 、地位 な どに 関係 な く対 等 に話 が で き る。
・相 手 の都 合(主に時 間 的 な こ と)を気 に しな いで よ い。
・言 い たい こ と を十分 考 えて か ら伝 え るこ とが で き る。
・文書 に よ る や り取 り だ けだ と こ ち らの 感情 な どの細 か い 、 ニ ュァ ン スが伝 わ りに くく、 同 じ内 容 を伝 え る
のに 労 力 が い る場合 が ある。
・何 度 か メール をや り と り しな い となか な か相 手 のイ メー ジ が良 く分 か らな い。
・対 面 で な い こ とが 、余 計 に想 像 力 を高 め る こ とに な る と思 い ます。 その 想像 力 の強 さが なお さ ら関 係 を深
め るの で は ない か と思 って い ます。
・面 と向 か って 話 せ ない こと 、手紙 で も照 れ臭 い こ とで も 、 メー ル な どな ら書 ける よ うに お もい ます 。
・通 信 を介 して い るの で 、 その 人 の 『特 定 の部 分』 とだ け つ き合 え ぱ良 い し、 逆 に 『特定 の部 分』 と しか つ
き合 えな い。
・相 手 をよ り 「知 らな くて い い」 こ とに よ って 、 「相 手 との つ き合 い 」 を トレー ドオ フ と して破 棄 してい る
わ けで す(完全 に、 とい うわ け では あ り ませ ん)。これ は 『メ リ ッ ト』 で も 『デ メ リッ ト』 で もな く、純 粋
な 『トレー ドオ フ』 ですQ
・年 齢 や職 業 な どに縛 られ る こ とな く友 人関 係 が築 ける 。
・一 方 で相 手 が 正体 を明 か さない 限 り匿名 性 が 強 い。
・まず ,面 識 が あ りませ ん の で,想 像 力 が か き立 て られ ます。 どん な顔 を してい る か,ど ん な声 を して い る
か。 メー ルの 一字 一 句 か ら相 手 の性 格 を読 み取 ろ う とす るの で は な いで しょ うか。 今 までの 人 間関 係 で は
相 手 が何 を考 えて い るか 、実 際 に会 って いる わ けで す か ら、沢 山手 がか りが あ った わ けで すが 、 ネ ッ ト上
で はそ うは行 か な い と思 い ます 。
・自己 開 示 が多 い た め 、当 人 が思 っ てい る よ りず っ と密 な 関係 に な り やす い。 表 現 を変 えれ ば、 ノンバ ー バ
ル コ ミュ ニケ ー ショ ンが取 れな い とい う意 識 が あ る ため 、過 剰 な自 己開 示 を行 う傾 向 が あ る。
・顔 をあ わ せず(インタ ー ネ ッ トにお い て)文字 に よ る意 見 交換 を行 うこ とに は,対 面 で言 葉 の意 見交 換 を行
う時 の よ う な壁 が な い、 お互 い の身 分 の 差 を さほ ど気 に す る必 要 が ない 、率 直 な意 見 交 換 が可 能 で あ る.
・テ キス トだ けの や り と りなの で 、言 葉 の 行 き違 い が生 じや す い。
・互 い に 時 間的 ・距離 的 な 制約 を離 れ て、接 点 を持 ち たい 部分 だ けで 、関 係 を維 持 で き るこ と。
・心的 距 離 感 が一 定の 間 隔 か ら変 化 しに くい こ と。
・何 か がテ ー マに な っ た論 議 が起 こっ た場 合 、顔 を付 き合 わ せ てい る と きよ りも きちつ と した意 見 が頭 で ま
とま って い ない とキ ーボ ー ドを使 って 表現 で きな いの で 自分 が何 が い いた いの か 自分 で も確 認 で き る。
・相手 の 顔 が見 えな いの で、本 当 の意 味 の意 思 の疎 通 は難 しい。
・現状 で は、 コ ン ピュ ー ター に ど っぷ り とつ かつ た人 が 対 象 とい う、多 少 の偏 見 が あ る。
・直接 会 って コ ミ ュニ ケ ー シ ョンす る場 合 に比 べ て 、時 間 的 に余 裕 を持 って対 応 で きる点 。
・文章 主 体 の コ ミ ュニ ケ ー シ ョンな の で、 考 え方 な ど を相 手 に伝 えや す い。
・加 え て、internetに参 加 す る人 間 が絶 対的 マイ ノ リテ ィで あ る こ とか ら、 普通 な らた とえ知 り合 っ て も親 し
くな ら ない よ うな 人間 で も、親 友 の よ うに感 じて しま うな ど、変 な仲 間 意識 が時 に発 生 して しま うこ と も
あ り え るの で はな い か とお も い ます。
・言 い たい こ とをす な お にい え ま すね。 しか し、言 い す ぎる こと も多 々 あ る とお もい ま す。 そ のぶ ん言 葉 の
言 い回 しに は と ても気 をつ か い ます。
がか りが な く、その結果 として相手の実像が見 えにくい」 ことが必ず しも対人関係の発
展を阻害する要因 としてのみ機能 しているわけではないことが示唆 されていると言 えよ
う。 この こ とは 、Wald}er,Andeおon,Palk(1994)によっ てお こなわ れたCMC研 究 の メ タ分 析 の
結果 、 あ るい は藤 本(1995)の言 う制 限 メデ ィア(コ ミュニ ケ ー シ ョ ンの チ ャネ ルが 限定 さ
れ た コ ミュニケ ー シ ョンメデ ィア,cf森岡,(1993))の利点 に関す る コメ ン トと も整合 す る も
ので あ る。
5.展 望
本 稿 で は、 イ ンター ネ ッ トにお け るCMCの実 態 を把 握 し、そ の特性 を検証 す る こ とに、
WWWを 利用 した質問紙調査 という手段 を用い てアプローチ した。い くつかの実践上の
問題 は残 るにしろ、その試みは大枠 において成功 し、今後の研究に関す る貴重な示唆 を
得ることがで きた と言えよう。
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繰 り返 し述べて きた ように、インターネ ットは今 まさに 「一般的なコミュニケーシ ョ
.ンツール」への過渡期にあ り、CMCをお こなうための環境は着々 と整備 されつつあ る。
このような状況の中で、調査 レ2で 得 られた結果を元 にして より洗練 された質問項目を
考案 した上で、薪たな質問紙調査 を実施することによって実証的なデー タを収集 し、今
回得 られた結果 を補完 してい くことは、これか らの社会 にお けるコミュニケーシ ョンに
関わる諸問題 を考 えてい く上で非常に重要な示唆 を与 えるものとなろう。
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□ 研究・開発 ロ コンピュータ技術者 □ その他の技術者 □ 営業・販売
□ 総務・経営 □ 設計・デザイン ロ 企画・調査 □ 広報・宣伝 □ 商工・サービス
ロ 大学生・大学院生[コ中学生・高校生 □ 専門職(教師・医師・弁護士)
□ その他()
コンピュータ(パソコン・ワークステーション・大型計算機など)利用歴
□ 半年未満 □ 半年～1年 □1年～2年 □2年～3年 □3年～4年
□4年～5年 □5年以上
通信(モデムによるパソコン通信)歴
□ 半年未満 □ 半年～1年 □1年～2年 □2年 ～3年 □3年～4年
□4年～5年 □5年以上 □ 経験なし
インターネット利用歴
□1カ月未満 □1カ月～2カ月 □2カ月～3カ月 □3カ月～4カ月
口4カ月～5カ月 □5カ月～半年 □ 半年～9カ月 □9カ月～1年 □1年～1年半
□1年半～2年 □2年以上
インターネットの主な利用場所
□ 職場のみ □ 学校のみ 口 自宅のみ □ 職場と自宅の両方 □ 学校と自宅の両方
ロ インターネットカフェ 〔1移動中 □ その他()
インターネットの利用頻度(週平均時間)
□2時間未満 □2～3時間 □3～4時間 □4～5時間[コ5～6時間 □6～7時間
口7～8時間 □8～9時間 □9～10時間 □10時間以上
インターネットの主な利用時間帯
□ 朝6時頃～8時頃 □ 午前8時頃～正午 □ 正午～夕方6時頃
[コ夜6時頃～8時頃 □ 夜8時頃～10時頃 □夜10時頃～深夜0時頃
□ 深夜0時頃～2時頃 □ 深夜2時頃～朝6時頃 □ 特に決まっていない










































□ はい □ いいえ
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接 続形 式
□LAN接 続 ロ ダイヤルアップ接 続 □ その他()





ロ プロバイダ ロ 学 校 □ 職 場 □ その他()
回線 容 量 およびスピー ド
ロ2400bps□9600bps[コ14400bps[コ28800bps
□38400bps□64000bps□その他()
あなた はネットワークをどの ように利 用してい ます か。利 用 しているサ ービスす べ てをチ ェックしてください。
□ 電 子メール ロ メー リングリスト ロ ネットニュースの購 読 ロ ネ ットニュースへ の発 言
ロ チャット〔]Finger□Whois□AnonymousFTPサイトの利 用 ロ ホームペ ージの 閲 覧





□新聞 □雑誌 □本 ロ テレビ
ロラジオ ロ パソコン通信 ロ ィンターネット
国際 ニュー ス
□新聞 □雑誌 □本 ロ テレビ
ロラジオ ロ パソコン通信 ロ ィンターネソト
ローカル ニ ュース
□新聞 □雑誌 □本 ロ テレビ
ロラジオ ロ パソコン通信 ロ ィンターネット
統計資料
□新聞 □雑誌 □本 ロ テレビ
ロラジオ ロ パソコン通信 ロ インターネット
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学術的資料
□新開 □雑誌 [コ本 [コテレビ
ロラジオ ロパソコン通信 ロ ィンターネット
コンピュータに関す る情 報
□新聞 □雑誌 □本 ロ テレビ
.ロラジオ ロパソコン通信 ロ ィンターネット
イベント情報
□新聞 □雑誌 □本 ロ テレビ
ロラジオ ロ パソコン通信 ロ ィンターネット
個人情報(特定の人の勤務先、連絡先、プロフィー ルなど)
□新聞 □雑誌 □本 ロ テレビ
ロラジオ ロ パソコン通信 ロ インターネット
趣味に関する情報
一
□新聞 □雑誌 □本 ロ テレビ
ロラジオ ロパソコン通信 ロ ィンターネット
主に電子メールで連絡をとる知人・友人がいますか。
□ いる(その人数は 名)
□ いない
直接的な面識はないが、電子メールなどで接触がある人がいますか
□ いる(その人数は 名)
その人とはどのような経緯で知り合いになりましたか。当てはまるケースをすべて選んで下さい。
ロ ホームページに関するやり取り
'ロニュースでのやり取り
ロ メーリングリストへの参加
[コ他の人の紹介
□ その他()
□ いない
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AfundamentalStudyofCMContheInternet
AsakoMIURAandKazumitsuSHINOHARA
Abstract
Th年Intemet,makingagreatprogressinthesedays,iscomingtobeagenera蓋mediasuch
asnewspapersortelevisionbytheappearanceofWWW .(WorldWideWeb)and,aUhe
sametime,apopul紅 皿duse飢tool恥rco㎜unications.So,inrecentye訂s,therehasbeen
arenewalofinterestinIhestructureofCMC(Computer-MediatedCommunication)onthe
Intemet.
Inthepresentsmdy,wecarriedoutasehesofrese肛chesbyusinghomepageonWWW
andE-mailtoexamine.apsyclologicaltraitofCMContheIntemet.
InStudyl,weca㎡edoutaresearchwithaquestio㎜airemethod.OnepurposeoftMsstudyis
tocon丘㎜whetherwecancollectvalidsamplesわ 曲epsychologicalrese鍵chusingaquestion-
nairemethodonWWW.Andtheo山erpulpose孟stofindout"Whoistheaverageuserofthe
Intemet?""HowdotheyusetheIntemet?"and`IHowdotheybehaveontheIntemet?"The
questionnaireislocatedinthed童rectoryoftheresearcher'shomepage,andthosewhovisitthe
pagecananswerthequestionsffomthemid(neofJanua町tothemiddleofFebruary,1996.
Whetheranswerornotwasdependedontheir.freewilL
Finally,wecouldcollect187sampleswithnoproblemexceptfbrafbwcases..Them磯ority
ofanswers(94.1%)areffommale.53.7%areundergraduateandgraduatestudents,28.4%
areengineers.80.1%ofthosehaveeversentE-maihoun㎞ownperson,and79.9%havea
倣end(o面ends)co㎜unicatingonlyviaE一 舳LFromthis,onemaysaythat,accordingto
thespreadoftheIntemet,alargenumberoftheIntemetusersexperiencetheinte『personalrela-
tionswithoutdirectcontact.
InSmdy2,basedontheresultsofthefirststudy,wecalhedoutanotherresearchwithopen-
endedquestlonstoaskv短ousco㎜entsofCMContheIntemet丘omactual㎞temetusers
andfindoutitspsychologicaltraitmoreprec孟sely.Thequestionnairee-maileddirect蓋ythe
l82participantswhoanswered"yes"tothequestion,"HaveyoueversentaE-mailto
un㎞ownperson?"19,2%(35participants)wererepliedtothemaiL
Asaresultofthat,itissuggestedlhatthekeytraitofCMConIntemetis`IAnonymity",thatis
theIntemetusersdonotunderst㎝dcle肛lywhotheyco㎜unicatewith.Itisalsosuggested
that"Anony㎡ty"hasNEGATIVE㎝dPOSITIVEe晩cts`onco㎜unications.職eneg-
adveef驚ctisthatthereseemstobehesitationinbeingacquaintedwithsomeonewhose
actualcharacterisunknown.Ontheotherhand,thepositiveeffbctisself-disclosurebecomes
easierwilhout㎞owingtheothβr,ssocialstatusorage.
